
建設業界 342015.1035 建設業界 2015.10

Hirotaka Onawa
大縄泰平
佐藤工業株式会社シンガポール支店 MRT Contract 936 Bencoolen Station建設工事 作業所長

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
は
マ
レ
ー
半
島
の
最
南
端
の

赤
道
直
下
に
位
置
し
、
東
京
二
三
区
程
度
の
国
土
面
積

と
五
五
〇
万
人
の
人
口
を
有
す
る
。
天
然
資
源
は
皆
無

で
あ
り
な
が
ら
政
府
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

適
時
か
つ
迅
速
な
施
策
立
案
・
実
施
、
ま
た
外
資
を
主

と
す
る
産
業
活
動
を
軸
に
持
続
的
な
経
済
成
長
を
続
け

る
都
市
国
家
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
一
人
当
た

り
の
購
買
平
価
ベ
ー
ス
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
八
三
、〇
〇
〇
ド

ル
と
世
界
第
三
位
の
経
済
大
国
で
も
あ
る
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
注
者
の
陸
上
交
通
庁
（
略
称
：

Ｌ
Ｔ
Ａ
）
は
運
輸
省
管
轄
の
陸
上
交
通
行
政
機
関
で
国

内
の
鉄
道
・
道
路
に
係
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
、
建

設
を
担
う
。
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
二
〇
〇
五
年
に
近
年
開
発
が
著

し
く
、
ま
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｔ
営
業
線
の

狭
間
に
な
る
島
内
北
西
・
北
東
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
都

心
部
へ
向
か
う
Ｍ
Ｒ
Ｔ
新
線
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
線
（
全

三
四
駅
、
総
延
長
約
四
二
㌔
㍍
）
の
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
の
建
設
工
事
は
三
期
（
ス
テ
ー
ジ
１
〜
３
）
に
分
け

ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
毎
に
順
次
完
成
・
運
用
開
始
さ
れ
る
。

　

当
社
は
二
〇
一
一
年
一
月
に
そ
の
ス
テ
ー
ジ
３
に
属

す
る
ベ
ン
ク
ー
レ
ン
駅
建
設
工
事
の
国
際
競
争
入
札
に

応
札
し
、
同
年
五
月
に
工
事
契
約
の
正
式
締
結
後
、
工

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

更
に
周
囲
を
一
六
棟
の
中
高
層
建
物
（
商
業
ビ
ル
、
ホ

テ
ル
、
学
校
、
住
宅
）
に
囲
ま
れ
（
山
留
壁
と
既
設
建

物
の
最
小
離
隔
は
六
〇
㌢
㍍
）、
ま
た
地
下
部
で
は
四

本
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
営
業
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
北
線
、
環
状
線
）

に
近
接
し
非
常
に
大
き
な
空
間
的
制
約
を
受
け
て
の
施

工
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
懸
念
さ
れ
る
周
辺
地
盤
沈
下

の
抑
制
に
は
、
掘
削
時
間
が
短
い
柱
列
式
連
続
壁
を
山

留
壁
形
式
に
、
ま
た
高
い
軸
剛
性
を
有
す
る
本
設
Ｒ
Ｃ

ス
ラ
ブ
切
梁
と
す
る
逆
巻
き
工
法
を
躯
体
構
築
方
法
に

採
用
し
主
た
る
対
策
と
し
た
。

（
２
）
転
石
層
の
存
在

　

当
工
事
区
域
に
は
当
地
で
も
稀
な
フ
ォ
ー
ト
カ
ニ
ン

グ
ボ
ル
ダ
ー
ベ
ッ
ド
（
略
称
：
Ｆ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ

世界で活躍する日本の建設企業 シンガポール共和国

る
転
石
層
が
存
在
す
る
。
転
石
層
と
は
非
常
に
硬
く
固

結
し
た
シ
ル
ト
混
じ
り
の
粘
土
層
の
中
に
、
大
き
さ
と

強
度
が
様
々
な
固
結
砂
岩
の
転
石
が
不
均
等
に
存
在
す

る
地
層
で
あ
る
。
当
駅
部
の
掘
削
深
さ
四
三
㍍
の
内
、

三
〇
〜
三
五
㍍
が
Ｆ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
の
中
で
の
掘
削
と
な
り
、

掘
削
時
に
は
転
石
の
破
砕
・
掘
削
に
膨
大
な
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー

の
協
力
の
も
と
、
ベ
ー
ス
マ
シ
ン
サ
イ
ズ
を
変
更
せ
ず

高
出
力
ブ
レ
ー
カ
ー
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
装
着
可
能
な

ブ
レ
ー
カ
ー
や
、
揚
土
可
能
深
度
を
従
来
型
よ
り
深
く

し
た
テ
レ
ス
コ
ク
ラ
ム
シ
ョ
ベ
ル
を
採
用
し
、
掘
削
作

業
時
間
の
短
縮
策
と
し
た
。

　

八
月
初
旬
現
在
、
主
に
建
築
仕
上
げ
と
機
械
・
設
備

の
据
付
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
今
ま
で
と
同
様
、

こ
の
四
年
半
で
培
っ
た
発
注
者
―
メ
イ
ン
コ
ン
―
専
門

業
者
間
の
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
以
て
完
工
に
向
け
着

実
に
歩
ん
で
行
き
た
い
。

　

域
内
に
目
を
向
け
る
と
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀

行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
や
ア
セ
ア
ン
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）

発
足
を
受
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
含
め
た
ア
セ
ア
ン
諸

国
の
建
設
産
業
の
環
境
も
今
後
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
そ
の
変
化
を
見
極
め
、
必
要
と
さ
れ
る
日
系

色
を
う
ま
く
打
ち
出
し
、「
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
の
継
続

的
な
存
在
感
発
揮
に
尽
力
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

事
を
開
始
し
現
在
に
至
る
。
契
約
内
容
は
、
駅
部
（
地

下
六
階
）、
出
入
口
三
カ
所
、
地
下
連
絡
通
路
等
の
土

木
、
建
築
、
機
械
・
設
備
工
事
一
式
で
あ
る
。
駅
部
の

構
造
概
要
は
長
さ
一
九
〇
㍍
、
幅
二
三
㍍
、
深
さ
四
三

㍍
の
地
下
六
階
構
造
で
延
床
面
積
は
約
二
四
、〇
〇
〇

平
方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
面
積
の
約
二
倍
）
で

あ
る
。
完
成
の
暁
に
は
そ
の
深
さ
と
延
床
面
積
は
当
地

の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
駅
で
最
大
深
度
か
つ
最
大
床
面
積
に
な
る
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
た
る
課
題
二
点
と
そ
れ
に
対

す
る
技
術
的
対
応
策
を
以
下
に
挙
げ
る
。

（
１
）
近
接
施
工
の
中
で
の
大
深
度
掘
削

　

当
工
事
区
域
は
作
業
帯
幅
が
二
三
㍍
し
か
取
れ
ず
、

技
術
ト
ピ
ッ
ク
ス
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